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ご
家
庭
で
の

「
食
中
毒
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
」

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、
食
中
毒

の
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
次
の
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
を
守
り
、
健
康
で
快
適
な
食

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

買
い
物

�
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選

ぶ
。

�
消
費
期
限
や
保
存
温
度
な
ど
の

表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

�
温
度
管
理
の
必
要
な
刺
身
や
冷

凍
食
品
は
、
最
後
に
買
い
、
保
冷

パ
ッ
ク
や
保
冷
剤
を
活
用
す
る
。

食
品
の
保
存

�
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
内
に
は
、
冷

気
の
循
環
が
悪
く
な
る
の
で
詰
め

込
み
過
ぎ
に
注
意
す
る
。目
安
は
、

容
量
の
７
割
程
度
で
す
。

�
生
の
肉
や
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

容
器
に
入
れ
て
、
他
の
食
品
に
汁

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

�
先
に
買
っ
た
も
の
か
ら
使
う
。

下
準
備
・
調
理
中

�
調
理
前
は
も
ち
ろ
ん
、肉
や
魚
、

卵
を
取
り
扱
っ
た
と
き
に
は
、
し

っ
か
り
手
を
洗
う
。

�
包
丁
や
ま
な
板
は
、
洗
浄
後
、

熱
湯
で
消
毒
を
す
る
。

�
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
室
温
で
せ

ず
に
、冷
蔵
庫
か
電
子
レ
ン
ジ
で
。

�
加
熱
調
理
は
、
食
品
の
中
心
部

ま
で
十
分
に
。
中
心
部
の
温
度
が

８５
℃
で
１
分
以
上
が
目
安
で
す
。

�
調
理
前
及
び
調
理
後
の
食
品
は
、

室
温
で
長
く
放
置
し
な
い
。

調
理
後

�
調
理
済
み
の
食
品
は
、
２
時
間

以
内
に
食
べ
る
よ
う
心
掛
け
る
。

特
に
、
初
夏
か
ら
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

菌
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
。
そ
の

原
因
と
な
る
魚
介
類
は
、
調
理
後

２
時
間
以
内
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

�
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
り
、
お
か

し
い
な
と
感
じ
る
も
の
は
、
思
い

切
っ
て
捨
て
る
。

�
ふ
き
ん
や
ス
ポ
ン
ジ
は
、
細
菌

の
巣
に
な
り
や
す
い
の
で
、
洗
浄

消
毒
を
心
が
け
る
。

食
中
毒
か
な
、

と
思
っ
た
ら

１
�
素
人
判
断
で
、
安
易
に
下
痢

止
め
を
飲
む
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

か
え
っ
て
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
腸
内

に
留
ま
っ
て
、
症
状
が
重
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
�
食
事
を
控
え
、
十
分
な
水
分

補
給
を
行
う
と
と
も
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
医
療
機
関
で
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

３
�
医
療
機
関
で
は
、
ど
ん
な
症

状
が
出
た
か
、
家
族
な
ど
に
同
様

の
症
状
の
者
が
い
る
か
、
何
を
食

べ
た
か
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

�

衛
生
課
食
品
衛
生
担
当
（
�

３７１
・
７
２
９
９
）

夏
休
み
中
に
地
域

や
福
祉
施
設
な
ど

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
福
祉
活
動
を

体
験
し
た
い
中
学
・

高
校
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
保
育
所
や

児
童
館
で
の
子
ど
も
と
の
ふ

れ
あ
い
、
高
齢
者
と
楽
し
む

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
精
神

に
障
害
の
あ
る
方
と
の
交
流

な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

こ
の
夏
休
み
は
、
多
く
の

人
と
出
会
い
、
新
し
い
自
分

を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
期
間

７
月
３０
日
（
水
）
〜

８
月
８
日
（
金
）

※
７
月
３１
日
（
木
）
〜
８
月
７
日

（
木
）
の
う
ち
３
〜
５
日
間
が
体

験
で
、
７
月
３０
日
と
８
月
８
日
は

事
前
・
事
後
研
修
を
行
い
ま
す
。

活
動
内
容

児
童
福
祉
体
験

コ
ー
ス
、
高
齢
者
福
祉
体
験

コ
ー
ス
、
障
害
者
福
祉
体
験

コ
ー
ス
、
市
民
活
動
体
験
コ

ー
ス
の
中
か
ら
選
択
（
２
コ

ー
ス
の
体
験
が
可
能
）

対
象

原
則
と
し
て
区
内
に

在
住
ま
た
は
通
学
す
る
中
学

生
、
高
校
生
お
よ
び
同
年
齢

の
青
少
年

定
員

５０
人

申
込
期
間

７
月
２
日（
水
）

ま
で

�

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で（
�
３６１
・
１
８
８
１
）

児
童
手
当
を

受
給
中
の
方
へ

児
童
手
当
現
況
届
は

６
月
中
に
提
出
を

５
月
末
に
お
送
り
し
た
児
童
手

当
現
況
届
を
６
月
中
に
福
祉
介
護

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

さ
れ
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
は
申
請
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、

出
産
や
転
入
に
よ
り
新
規
に
申
請

さ
れ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
福
祉

介
護
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�

福
祉
介
護
課
福
祉
担
当
（
�

３７１
・
７
２
１
６
）

平
成
２０
年
度
分
の
保
険
料
額
を

お
知
ら
せ
す
る
保
険
料
納
入
通
知

書
を
今
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

通
知
書
の
様
式
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

今
年
度
か
ら
、
従
来
の
医
療
分

保
険
料
及
び
介
護
分
保
険
料
に
加

え
て
後
期
高
齢
者
支
援
分
保
険
料

が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
世
帯

内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が
６５
歳

以
上
で
あ
る
な
ど
の
一
定
要
件
を

満
た
す
場
合
に
、
世
帯
主
の
年
金

か
ら
天
引
き
に
よ
り
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
が
１０
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国

民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

通
知
書
の
様
式
が
新
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
通
知
書
に
同

封
の
案
内
及
び「
こ
く
ほ
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い

保
険
料
は
、
６
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
１０
回
の
納
期
に
分
け
て

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
険

料
は
各
月
の
納
期
限
（
原
則
と
し

て
各
月
末
日
。
月
末
日
が
土
日
ま

た
は
祝
日
な
ど
の
場
合
に
は
翌
月

最
初
の
平
日
）
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
付
に
困
難

な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
減
額
制

度
が
適
用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、な
る
べ
く
早
く（
で
き
る

だ
け
７
月
中
）ご
相
談
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
世
帯
に
お
送
り
す
る
通
知
書

に
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
付
け

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
お
支
払
い

に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�

保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
�

３７１
・
７
２
５
２
）

国民
健康保険

平
成
２０
年
度

保
険
料
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

食
中
毒
に
ご
注
意
を

青少年福祉体験事業

ユユーーススアアククシショョンン参参加加者者募募集集

�下京区１３０周年記念事業～下京区の魅力
を内外に発信～源氏物語千年紀事業
みなもとのとおる しおがま
「 源 融が結ぶ塩竈の縁（ゆかり）」
来年３月１４日に下京区が誕生して１３０周
年を迎えるに当たり、源氏物語の主人公
・光源氏の実在のモデルと言われる源融
を通してゆかりのある宮城県塩竈市と連
携・協力し、講演会などの関連イベント
を実施します。
�次期下京区基本計画の策定に向けた取
組
平成２２年末に終了する現行計画の実施
状況などを踏まえ、地域の課題の把握に
努める中で、地域の特性を反映した計画
を策定していきます。（～２２年度）
�下京区内の消防体制の再整備
�下京消防署の移転
五条通間之町東入の下京保健所跡地に
現在建設中。１１月に竣工予定です。
�京都駅周辺の消防救急体制の整備
京都駅とその周辺の消防救急体制を確
保するため、「塩小路消防出張所（仮称）」
の整備に着手します。（予定地 塩小路通
河原町東入）
�歩いて楽しいまちなか戦略の推進
平成１９年度に四条通で実施した社会実

験の結果から論議・検討を深め、四条通
歩道拡幅等予備設計や地下空間の有効活
用となる四条通地下駐輪場基本計画を策
定します。
�「下京渉成小学校」を整備
六条院、植柳、崇仁の３小学校を統合
して、皆山中学校跡地に平成２２年４月に
開校。平成２０年度は、埋蔵文化財発掘調
査終了後、１２月ごろ新校舎建設工事に着
手予定。
�学校歴史博物館開設１０周年記念事業
特別展の実施や常設展図録が作成され
ます。
�「祇園祭」世界無形文化遺産登録準備
事業
ユネスコの「世界無形文化遺産登録」
は今回が１回目。「祇園祭」が登録される
と、京都市民の大きな喜びと誇りになる
と考え、登録に向けた準備作業を積極的
に進めます。

下京区役所では、平成２０年度下
京区運営方針を策定し、今年度の
下京区の取組をまとめました。２
つの基本方針に基づき、区民の皆
様と共に汗するまちづくりを進め

ていきます。特に、平成２１年３月に下京区が誕生１３０周年を
迎えることを契機として、区民の皆様に地域への誇りと愛
着を一層深めていただくとともに、地域の活性化につなが
る取組を進めていきます。
平成２０年度下京区運営方針は、総務課においてお渡しし
ています。また、下京区役所のホームページ（http���www.city.
kyoto.lg.jp�shimogyo�）でもご覧いただけます。

個性あふれる
まちづくりの推進
「であいふれあい町衆の
まち いきいき下京」の目
標達成に向けて、各種施策
関連事業を実施します。
�東西両本願寺の門前町の
にぎわいづくりを目指して、
「下京門前町ルネッサンス」
を開催します。
�京都らしい品々を展示す
る店舗、工房を紹介したマ

ップ「下京ぶらり見て歩き」
を、１９年度に作成した「東
部編」に引き続いて「西部
編」を作成し、歩いて楽し
いまちづくりを進めます。
区民サービスの向上と
効率的な業務運営
親切丁寧でテキパキとし
た窓口応対に努めるなど、
満足度の高いサービスを区
民の皆様に提供するととも
に、効率的で効果的な業務
の推進に取り組みます。

平成２０年度
下京区運営方針を策定しました

平成２０年度京都市予算 新たに予算化された下京区に関連する
主な事業などを紹介します

�総務課（�３７１―７１６４）

個性と魅力にあふれ
安心安全の下京のまちを目指して

２つの基本方針

昨年の「下
京門前町ル
ネ ッ サ ン
ス」の様子

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１５０号 平成２０年６月１５日


